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１．はじめに 

日本のインターネット利用者数は 9,091万人，人

口普及率は 75.3％（平成 20 年末）とインターネット

が身近なツールになっていることが伺える[1]．この

うち多くのインターネット利用者は欲しい情報を探

すために Googleや Yahoo!等の検索エンジンを利

用する．これらの検索エンジンではクローラー・スパ

イダー等と呼ばれる Web 自動巡回ロボットを Web
上で巡回させ，自動的にデータベースを作成して

いる[2]．そのため利用者が検索をした際キーワー

ドに関連するWebサイトを探すことができる．この自

動巡回ロボットを元に利用者自身が扱えることがで

き，欲しい情報をより簡単に収集するためにスパイ

ダーツールが生み出されている．しかし，現行スパ

イダーツールの多くは，巡回・探索プログラムを単

体で実行するため，複数のWebサイトで検索を行う

ことが難しい，又は処理が重くなる等の問題があ

る． 
 スパイダーツールを使用しない複数の Webサイト

を検索する方法として，Internet Explorer等のブラ

ウザでタブ機能を利用した検索方法がある．だが，

複数の Web サイトからキーワードに関する情報を

探し出すのには時間と手間がかかる．そのため，

本研究ではオブジェクト指向であるクラスを使い，

マルチスレッド処理を行うことで，同時に複数の

Web サイトをキーワード検索した結果を参照するこ

とができるスパイダーツールを提案する． 
 
２．研究のアプローチ 
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 図１のような処理を行えば複数の Web サイトを同

じキーワードを用いて検索することができると考え

る． 

処理手順は次の通りである． 
①複数の URL，キーワードを受け取る． 
②サブクラスに URL，キーワードが渡される． 
③URL の数分サブクラスのインスタンス化して，マ 
ルチスレッド実行を行う． 
④Web上で登録された URL を巡回して，キーワー 
ドを探す． 
⑤サブクラス達がキーワードを収集してくる． 
⑥サブクラスの複製元にデータが集められる． 
⑦外部出力する．同時にテキストへデータを書き 
込む． 
 表示画面部分は複数の Webサイトを並べて表示

させる．これにより，複数の Webサイトを同じキーワ

ードで検索した結果を比較する事ができる． 
 
３．期待効果 
 マルチスレッド処理で検索を行うことにより複数の

Webサイトを同じキーワードを用いて検索する際の

時間と手間を低減する． 

 また複数のWebサイトを並べて表示できるようにな

ることにより，同じキーワードで検索した複数の結果

を並べて比較することが容易になることで利便性が

向上する．  

 
４．おわりに 
 ユーザビリティ評価にはユーザビリティ評価手法

の定量的手法であるアンケート調査又は，定性的

手法であるヒューリスティック評価法やユーザテスト

で実際に実装したシステムを利用者に使用しても

らうのが良いと考えられる[3]．現在スパイダーツー

ルを実際に利用している利用者や，検索エンジン

しか利用したことがない利用者も含め様々な対象

の意見を得ることが理想である． 
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